
大振幅地震動の観点から見た鉄筋コンクリート造建物の耐震性確保の歴史的経緯に関する研究

１．研究の背景と目的

南海トラフ巨大地震の予測地震動が設
計レベルを上回る大振幅地震動となり固
有周期の長い建物（超高層建物や免震構
造建物）で設計外の被害が派生する危険
性がある
（国土交通省「超高層建築物等における南海トラフ沿
いの巨大地震による長周期地震動への対策につい
て」）

図１ 大振幅地震動の加速度応答スペクトル

大振幅地震動の実態を正確に把握する
ために，設計用入力地震動，過去の地震
記録，予測地震動の大きさを比較し，以
下の3つを調査する．

①設計で想定されている地震力の大きさ
②実際の地震で経験した地震力の大きさ
③実際の地震で未経験の地震力の大きさ〇大振幅地震動の例

・兵庫県南部地震
・東北地方太平洋沖地震
・熊本地震
・南海トラフ巨大地震
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図２ 告示波の加速度応答スペクトル

3. 経験強震動の有無
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③実際の地震で未経験の地震力の大きさ
・右図の青塗部分が該当

観測地震動の最大値：観測
記録の JMA KOBE2)，NME3)，
MSK4) ，hachinohe6) の速度応
答スペクトルを重ね合わせ
た包絡線

予測地震動の最大値：南海
トラフ巨大地震の予測地震
動AIC0155)，NGY5)，SZO0245)，

OSKH025)の予測地震動の速
度応答スペクトルを重ね合
わせた包絡線

４. 総括
まとめ

設計用入力地震動，過去の地震記録，
予測地震動の大きさを比較し，3つの地
震力の大きさが明らかになった．

今後の展望

判明した3つの地震力の大きさと建物の
被害度の関係を整理し，どの程度の大
きさでどの程度の被害が出るか研究し，
設計用入力地震動の評価に活用する．

壇研究室 河野晟弥

2次設計用入力地震動(L21))

南海トラフ巨大地震(AIC0155))

兵庫県南部地震(JMA KOBE2))

東北地方太平洋沖地震(NME3))
熊本地震(MSK4))

約3倍

1968十勝沖地震(hachinohe7))

2次設計用入力地震動(L21))

観測地震動の最大値
予測地震動の最大値

5倍以上

図３ 設計用入力地震動と経験強震動の比較 図４ 予測地震動と経験強震動および設計用入力地震動の比較
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